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「今日は燃えるゴミの日だな」とつぶやきながら、夫が台所に入ってくる。「洗濯機

を回すけど入れる物ないか」と私に声をかける。１０年前には想像できなかったことだ。

結婚以来「男と女は対等でない」と、ことあるごとに夫に不満をぶつけてきた私だが、

今はこの点では穏やかな1-1常である。

結婚後も勤めを続けていた私は、残業するなどありえない状況で、帰宅と同時に家

事と育児に追われた。他方、夫は家庭の状況とは無関係に仕事に時間を饗やしていた。

｢同額の給料なのになぜ私だけが家事育児をしなければならないのか」と何度も夫に

迫った。納得のいく返事はなかったように思う。

２人の子を授かったが、どちらも女児。リj児を産めなかったことを悔やんだり、真

宗の世襲制を恨んだりした。仕事を辞めて産んだ第３子を先天性の心臓病でわずか９ヵ
くえいっしょ

ﾉjで｡亡くしたことが、一つの転機となった。「お浄土」や「倶会一処」がぐっと私に近

づいた。数年後に里親登録し、血縁のない子どもたちとの生活が始まった。

老齢で法務が附難になった前住職にかわり、夫が50歳を前に退職し寺に専念。それ

と同時に私は週３１|の市役所非常勤の仕事に就いた。社会の一員としてもう一度外で

働いて自分の収入を得たい、夫に家事をしてほしい、の２つの思いが私の中に強くあっ

たからだ。新しい/k活が始まって１年後には夫は、洗濯、ゴミ出し、食器洗い、門徒

さんの接客をマスターした。前住職の３年余の介謹もかなりの部分を拙ったｏ私は本

堂の掃除を手.伝うこともないほどで、新しい'１１徒さんの顔と名前に自信がない。

今春、私は勤めを辞めることにした。夫と私が共に寺と家のみの生活をするのは初

めてである。住職と坊守、夫と妻、そして20年来の114父と里母という私たち２人の関

係が、今後どのように変化していくのか楽しみに思う気持ちがあるのは確かだ。

「私が寺の跡継ぎになるよ」と自分から言い出した長女は、専修学院で盗格を取り、

３年前にサラリーマンである夫と結婚した。現在は関西で暮らしているが、いずれ戻っ

て女性住職になる意思は明確のようだ。

男．女にこだわってきた私だが、振り返ってみると、’１の前の相手に不満をぶつけ

ることで相手に変化を求めてきたことがはっきりする。これは今の私の化j;にも表れ

ている。損か得か、141分の都合の無意識のものさしに、まだまだ支配され続けている

私である。
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１９９９年の「改正男女雇用機会均等法｣や｢男女共同参画社会基本法」の施行に合わせ、

私たちの教団でも「男女共同参画を考える委員会」が設置されました。そして２年に

わたる現状分析や議論を経て、2001年２月に？提言害～教団の男女共同参画をすすめ

るために～』としてまとめられました。一般社会における男女共同参画推進の大きな

うねりを教団としても無視できなくなったという側面もありますが、それまでの部落

差別をはじめとするあらゆる差別・被差別からの解放をめざして取り組まれてきた基

幹運動（同朋運動・門信徒会運動）の成果であったと言えます。

奈良教区においては、それまでも独自に同朋運動の視点から男女共同参画を進めて

きましたが、『提言書」や教区内からの問題提起を受け、２０１０年に「男女共同参画推

進委員会」を新たに設置しました。性別や年代、僧俗のバランスをとりながら１１名の

委員を選出し、「答申書」など何らかの形で教区に向けメッセージを発することを目標

に活動をスタートさせました。これまでに、一般社会における男女共同参画の現状を

把握するためにＮＰＯ法人を招いた学習会を開催したり、教区の現状や課題を明らか

にするため仏教婦人会や寺族女性会の役員と座談会を重ねるなど、取り組みを進めて

きました。その間には､それまでの｢寺族婦人会｣が｢寺族女性会｣へと名称を変更(2010

年度総会）したり、教区で作成した研修テキスト『改訂同朋教団のよろこび』（2012

年発刊）に「性差を超えた同朋教団」という一節を設けるなど、少しずつですが成果

も上げています。

そして今回、同じ親驚聖人の教えを拠りどころとする真宗大谷派の取り組みも学び

たいという願いに応えていただき、女性室スタッフの皆様との意見交換の場を設定し

ていただきました。当日は、「女性室」という専門の部署が宗務所内にあることにも驚

きましたが、何よりもスタッフの方々のこの問題に対する「誠実さ」に一番感銘を受

けました。また、「カルタ」作りを通じて得られる一人ひとりの何気ない疑問や小さな
ひ と ひ と

気づきを、「カルタ」遊びを通して全体で共有していくという「女と男のあいあうカル

タ」の取り組みは非常に魅力的でした。「それぞれの現場でそれぞれのカルタを作って

いってください」と聞き、私たちの教区でもトライしてみようかなと現在検討中です。

本当に有難うございました。
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2012年

６月27日「女性と仏教東海ネットワーク」例会

７月８日メンズカウンセラー事例検討会

７月３１日「女性と仏教東海ネットワーク」例会

９月４日公開講座能登会場事前スタッフ会

９月１２日「女性と仏教東海ネットワーク」例会

１０月29日大垣教区「現代の課題に学ぶ学習会」

１１月２９日公開講座能登会場事前スタッフ会

１２月１２日公開講座能登会場事前スタッフ会

１２月１７日公開講座京都会場事前学習会

2013年

１月９日公開講座能登会場事前スタッフ会

１月３０日公開講座京都会場事前スタッフ会

２月４日公開講座能登会場事前スタッフ会

２月１５日公開講座京都会場講師との打ち合わせ

２月22日大阪教区女性住職の集い

２月２７日公開講座能登会場事前スタッフ会

【女性室スタッフ学習会】

2012年１０月２６日講師:二宮周平さん

【男女両性で形づくる教団をめざす協議会】

2012年１２月２６日会場:大谷婦人会館

【第３回女性住職の集い】

2013年３月６～７日会場:京都･旅館「洛兆」
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こ
の
た
び
、
女
性
室
掛
を
拝
命
し
ま
し
た
。

業
務
に
携
わ
る
中
で
、
宗
派
に
お
い
て
「
男

女
両
性
で
形
づ
く
る
」
と
い
う
こ
と
が
予
想

以
上
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
特
に
女
性
住
職
の
比
率
が

２
％
に
も
満
た
な
い
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
篭

き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
男
女
平
等
と
は
何
な
の
か
。

宗
門
内
で
男
女
平
等
参
画
を
推
進
し
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
考
え
学
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
未
熟
な
点
が
あ
る
か
と
は
思

い
ま
す
が
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
（
佐
々
木
郁
輔
）
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あ
か
ん
わ
。
女
の
子
し
か
い
な
い
」
「
誰
か
男
の
人
に
か
わ
っ

て
」
ｌ
働
き
始
め
た
こ
ろ
、
電
話
の
向
こ
う
の
男
性
が
発
し
た

言
葉
が
今
も
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れ
ら
れ
ま
せ
ん
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私
も
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が
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と
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言
え
ず
、
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り
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ご
し
て
き
ま
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た
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そ
ん
な
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の
苦
い
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を
胸
の
奥
に
閉
じ
込
め
て
い
た
、
遠
い
記
憶
が
匙
り
ま
す
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二
○
｜
二
年
八
月
三
十
一
日
付
で
女
性
室
主
任
に
任
命
さ
れ
、

ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
歩
み
始
め
ま
し
た
。
日
常
の
な
か

に
は
、
女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら
と
、
性
別
だ
け
で
ひ
と
く
く

り
に
で
き
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
人
は
、
性
別
や
年
齢
、

生
き
て
い
る
環
境
も
違
え
ば
、
苦
し
く
感
じ
る
こ
と
や
し
ん
ど
さ

も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
身
近
に
い
る
人
が
い
ま
何
を
考
え

て
い
る
の
か
想
像
す
る
心
を
失
わ
ず
、
そ
の
思
い
に
少
し
で
も
寄

り
添
え
る
よ
う
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
で
す
。
お
互
い
が
信
頼
で

き
る
関
係
を
生
き
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
（
和
気
加
夜
）

女性室の動き
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お知らせ

【第13回女性会議】

Ｄテーマ真宗と人権
いちにん

～－人に立つ.与謝野晶子と平塚らいてうの論争から～

期間２０１３年５月７日(火)～８日（水）

Ｄ 会 場 研 修 道 場

講師園田久子さん

（福岡県人権研究所理事・九州大谷短期大学非常勤講師等）

《
）
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